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学 校 教 育 目 標 今年度の重点目標

心豊かに生きる力を育む
○主体的に学ぶ力　 　～ かしこく ～
○自他を尊重する心 　～ やさしく ～
○健康な心身　　    　 ～ たくましく ～
○豊かな感性 　　      ～ ひろく ～

評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 成 果 と 課 題 具 体 的 な 改 善 策

〇主体的に学ぶ力を育む学校……子どもの主体性を育む教育活動の推進
〇自他を尊重する心を育む学校…認め合う心の育成
〇健康な心身を育む学校…………支援体制の推進と連携
〇豊かな感性を育む学校…………地域や学校の特色を生かし社会に開かれた教育課程の編成
　　　　　　☆スローガン「まずは、やってみよう！～創･磨・振～」

学校番号 学　校　名 校　長　名

令和6年度　〔 自己評価報告書 〕 77 　川崎市立宮崎台小学校 森島　美子

〇主体的に学ぶ力を育
む学校
【重点目標】
・子どもの主体性を育む
教育活動の推進

・ものの見方、考え方が広がったり深まったりする授業づ
くり　・粘り強く取り組めるような授業改善

　　＊学習のめあて（見通し）をもたせる
　　＊授業の振り返りを大事にする

・学校評価アンケートでは、児童はめあてをもって学習
し、最後まであきらめずに学習に取り組んでいるの「とて
も思う/思う」が高い割合（89％）である。児童がめあてを
もつことで学習への見通しをもてるようになり、より主体
的に学習に取り組むことができ、その結果あきらめずに
最後まで学習に取り組めていると思われる。
・保護者においても児童同様、「とても思う/思う」が８７％
いることから、日頃の児童の学習への取組や家庭での
取組などから児童同様に感じ取っていると思われる。
(アンケート①　)

・校内研究の取組で「ひと・もの・こととかかわり、主体性
を育む」というテーマのもと、見通しと振り返りを大事に
することを教職員で共通認識をし取り組んできた。見通
しをもたせることの大切さを教員が感じていることで、習
慣化してきており、次年度も継続して取り組む。また、振
り返りについては次年度へ継続としていきたい。その
際、授業のどの場面で振り返りを行うかなど、活用の仕
方やねらいを教員間で確認し、児童の学びの質を向上
していく。
・保護者に対しては、児童の学習への取組が伝わるよう
に、学習の軌跡がわかるプリントやノートを持ち帰り、見
ていただく機会を設けていくようにする。

・一人一人に応じたきめ細やかな学習指導、学習
形態の工夫

　　＊体験活動を取り入れる等、工夫したわかる
　　 　授業の展開

・校内研究（生活科・総合的な学習の時間）を中心に「子ども
の主体性を育む教育活動の推進」の実現を図ってきた。(　ア
ンケート②)
・「生活科」や「総合的な学習の時間」の学びを生かした内容
を50周年式典で発表し、児童自身の取組が見える形で表現
することができた。学校評価のアンケートの児童からは、学校
の学習内容がよくわかりますかの「とても思う/思う」の回答が
96％であることからも生活科・総合的な学習の時間の授業研
究の積み重ねにより、一斉授業の形態だけでなく児童が体験
できたり、集団での学び合いも含め多様な学習形態がこの結
果につながっていると推測できる。
・保護者においても児童同様、「とても思う/思う」が93.3％と児
童同様の結果であることから、本校の学習活動に多くのご理
解をいただいていることが伺える。また、学年内で積極的に交
換授業を行い多数の教員が様々な視点から工夫した授業の
展開をすることで子どもたちの学ぶ力を育んでいると考えられ
る。

・市学習状況調査の結果からは、国語の話すこと・
聞くこと、算数の思考・判断は4～6年の全学年川
崎市の平均を上回っていたことからも、今後も学習
形態の工夫などを継続し、わかる授業の展開、児
童が学び方を理解し、意欲をもてるような手立てを
取り入れていく。
・児童の４％は学習内容が分からないとの回答が
あることも忘れてはならない。「分からない」に寄り
添える授業やきめ細やかな学習指導も大事にして
いく。
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学校評価のアンケートでは「とても思う／思う」と回答している
児童は89％で、多くの児童があいさつする習慣を身に付いて
いる。児童会で中心になって挨拶運動に取り組んでいる。一
方で「あまり思わない／思わない」と回答している11％の児童
は、すすんで挨拶ができていないことが伺われる。
・「あまり思わない／思わない」と回答した20.5％の保護者の結
果から考えると、学校内ではみんなと一緒に挨拶ができている
が、学校外では進んでできていない状況もあるかと思われる。
学校だけでなく、家庭と連携しながら時と場に応じた挨拶と言
葉遣いができるように児童にも話をしていきたい。（アンケート
⑥）

・日常の生活の中だけでなく、ゲストティーチャーが来た
時や校外学習へ出かけた時など、挨拶をする場面は
多々ある。教師が範を示しながら、挨拶が習慣付けられ
るようにしていく。
・道徳や学活の時間に挨拶の良さや大切さを考える時
間を設定し、自発的な挨拶に繋げていきたい。
・学校のみならず、挨拶を習慣化するためには、家庭と
協力しながら挨拶の大切さを指導していきたい。
・校内でも場面を捉えて児童の言葉遣いなどについて
話をしていきたい。

〇健康な心身を育む
　学校
【重点目標】
支援体制の推進と連携

・今後も相手が心地よいと思う接し方や安心して過ごせるため
の関わり方について、年間を通して継続的に指導をしていく。
・教員は児童が他者に対してよい関わりができた時にはタイミ
ングを逃さず褒め、行動の価値づけを行っていく。
・市の進めるかわさき共生＊共育プログラムや人権尊重教育
に関して、その取り組み方が保護者にもひろめられるよう、授
業参観等でも実施していく。
・８％の児童は友達に対して優しい言葉かけができなかった
り、友達を大切にできなかったと回答しているため、日頃の学
級内ではもちろんのこと、各取組を大事にし継続して指導して
いくようにする。

・自他を尊重する心を育むために
　学校生活のルールの明確化

　　　＊宮崎台スタンダード

・学校評価アンケートでは、学校のルールを守っているかの設
問に「とても思う／思う」と回答している児童は91％で、ほとん
どの児童は学校生活上のルールを理解し、守って生活するこ
とができている。保護者の「とても思う／思う」と回答している割
合も児童同様93.7％であった。
・安心して学校生活を送るための約束事が宮崎台スタンダー
ドである。その内容に関しては職員だけで決めるのではなく、
代表委員会を通して児童とも話し合いながら、毎年更新して
いる。児童にとって学校生活のルールを確認したり、見直した
りするきっかけになっており、なぜそのルールがあり、守らなけ
ればならないかを、子どもたち自身が考えられるようになって
きている。　（アンケート③）

・児童自身が学校のルールについて、確認、見直し、自分た
ちで考え直して決めていくことで、自身が納得しルールを守ろ
うとする意識が生まれてきている動きを今後も継続していく。
・また、より全校に浸透していくように毎年4月に朝会やクラス
で確認をしていくことを継続していく。
・保護者には、引き続き「宮崎台スタンダード」を理解いただく
ように、学校だよりや学年だよりで児童の様子を伝え、設定し
ている理由とともに、学校のルールを理解いただくように知ら
せていく。

・支援を必要とする子への適切な支援の構築

　　＊児童支援支援COを中心とした支援体制
　　＊相談ルームの活用、外部機関との連携

・学校評価アンケートでは、児童の「相談できる」（とても思う/
思う）と回答している割合は、77％であった。傾向としては高学
年に上がるにつれ相談しようと思わないの割合が増えている。
学校では、学年内で交換授業をするなど担任以外の先生と交
流する機会を設け、様々な先生と出会うようにしている。継続
して頼れる大人の選択肢を多くしていくようにしたい。
・一方、相談できないかもしれない（あまり思わない/思わない）
と回答している児童がまだ23％いる。困った時に誰を頼ったら
よいのか考えられない、またはそういう経験がまだないために
想像できないことも考えられる。児童が一人で抱え込まないよ
う、SOSの伝え方の学習や普段から誰かに相談していいという
ことも継続して伝えていきたい。
・「自分の子が教師に相談できないのではないか」と考えてい
る保護者が学校評価アンケートでは、20.5％おり、子どもの学
校生活を心配していることが伺える。（アンケート⑦）

・SOSの出し方受け止め方教育も実施していることを児童に思
い起こすようにし、安心して相談できる環境づくりをさらに進
め、困った時は相談していいという意識を育てていく。また、授
業の実施時期についても再検討していきたい。
・日常から困ったことがあれば担任や学年の教員、支援教育
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰや巡回ｶｳﾝｾﾗｰといった様々な教職員が児童の
ことを見守っているのでいつでも誰にでも相談していいことを
広報していく。
・これまで同様、相談体制の周知を図りながら、保護者からの
相談も真摯に受け止め、連携を取りながら解決の道筋を探っ
ていく。場合によっては専門機関と連携し、よりよい対応がで
きるように努める。
・日頃から児童の様子を注意深く見守り、異変を察知できるよ
うな教職員でいられるよう校内研修等で研鑽を積み重ねてい
く。
・校内で起きた事案については、管理職を含め関係教職員と
保護者にも丁寧に説明し、理解を得られるように努めていく。

・集団の中における社会性の育成

　　＊あいさつ、日頃の言動等を含めた
　　　規範意識の育成

〇自他を尊重する心を
育む学校
【重点目標】
・認め合う心の育成

・自他を認める心、多様性を認め合う心の育成
　年齢に応じた思いやりの育成

　　　＊効果測定と共生＊共育プログラム
　　　＊SOSの出し方受け止め方教育
　　　＊センター理解授業
　　　＊子どもの権利学習
　　　＊ペア学年での活動・集会

・学校評価のアンケートでは、どの友達も大切にして同じよう
に助けたり優しい言葉をかけていますの設問に児童の90％以
上が「とても思う/思う」と回答している。友達とのかかわりにつ
いて優しく接しようと心がけている児童が多いことが分かる。か
わさき共生＊共育プログラムやセンター級理解授業、道徳の
授業や市の推進する人権尊重教育を計画的に実施し、自己
理解や他者理解等について学び、その積み重ねが結果に現
れてきていると考えられる。
・保護者についても児童同様の「とても思う/思う」の回答が示
されており、（93.4％）。活動の中で児童が友達の気持ちを考
えらえるようになってきていると受けとめていることが伺えられ
る。（アンケート④）
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学 校 関 係 者 の評 価 学校運営のまとめ

・学校評価アンケートの結果や児童の発表、授業参観、全体を通して児童が生き生きとし
ていて良い学校だと感じる。そのような学校の中で1割程度の児童が勉強が難しいと思っ
ているので、その子達のフォローをしていってほしい
・児童の考えが前面に出ており、企画力もすごくある。その背景には良い指導をされてい
る先生方がいることが分かる。
・近くで見ていて先生方が日々努力されているのがよくわかる。児童対応に苦労されてい
る先生もいると思うが、学校や学年のチームワークで乗り切っているのが良さだと思う。
・放課後遊びの時のランドセルの置き方が気になる。また、近くの公園でも服やボールな
どが放置されていることが多々ある。物を大切にする気持ちを育てていってほしい。
・GIGA端末の活用やAIの世界といったものも言われている。児童の生活向上、幸せのた
めにどうやって使っていくのか、課題になっていくだろう。

・教育活動としては、５０周年の年度として、生活科・総合的な学習の時間の校内研究で地域素材を生
かした単元づくりに取り組み、宮崎台の地域の良さ、学校の良さにふれ、キャリア在り方生き方教育の
視点の一つ、郷土を愛することにもつながる活動ができたことは成果と考える。また、アンケート結果か
らは、どの設問に対しても今年度も概ね高い数値となっている。しかし、大事にしなくてはいけないのは
「あまり思わない・思わない」と回答していた子どもたちへの対応である。学習だけでなく、友達とのかか
わり方や自分の困り感に対するヘルプの出し方、求め方などについても継続して指導を行い、自他を
尊重し認め合う心の育成を大事にしていく必要がある。
・個別最適な学びとの関連を図りながら、GIGA端末の有効的な活用も探っていくようにする。また、情
報に関するマナーやモラル、インターネットの危険性等を指導していくようにする。

・健康・体力の向上
　
　　　＊体を動かすことの楽しさ

学校評価のアンケートでは体を動かしているかの設問に「とて
も思う／思う」と回答している児童は88％で、休み時間や体育
の時間など、安全にも気を付けて運動している様子が伺える。
一方で「あまり思わない／思わない」と回答している児童が
12％いることから、体を動かすことに抵抗がある児童も少なく
ないことが伺える。本校は今年度、高学年に体育専科が配置
され、より専門的な知識をもった教員が指導をしている。また、
スポーツ委員会の取組や外部講師による授業も行っている。
また、高学年に関しては、月・木・金曜日の放課後、16時まで
校庭開放をしているので、遊ぶことも可能になっている。今後
も、安全にも気を付けて体を動かす機会を広く設けるようにし
ていきたい。（アンケート⑤）

・体育専科の配置があることで、より専門的な指導
を継続していきたい。また、児童会のスポーツ委員
会の取組や運動に関する外部講師による授業も
継続し、今年度同様、運動に親しむ機会をもつこと
ができるようにする。また、運動する楽しさを味わえ
るような取組も増やしていきたい。

・日常的な校内環境整備

　＊清掃、物の整理整頓

・地域、学校、子どもの思いや願いを意識した
　単元の開発
　
　　＊50周年記念式典に向けて

・学校評価アンケートでは、「とても思う／思う」と回答している
児童は90％で、ほとんどの児童は学習や50周年に向けての
活動を通して、地域や学校のことについて興味をもって生活
することができていることが伺える。保護者の「とても思う／思
う」と回答している割合も児童同様92.4％で高い割合であっ
た。50周年への取組は、宮崎台の地域の良さ、宮崎台小学校
の良さに触れ、各学年が活動での学びを表現することがで
き、児童も保護者からも高評価の結果となっている。
（アンケート⑧）

〇豊かな感性を育む
　学校
【重点目標】
地域や学校の特色を生
かし社会に開かれた教
育課程の編成

・51年目になる次年度も、今年度までに培った各
学年の生活科・総合的な学習の時間の地域に目
を向けた活動をもとに、その学年の児童の思いや
願いを大事にして、宮崎台という地域の魅力を探
し活動を深めていきたい。

・学校評価アンケートでは、そうじや身の回りの整理整頓はで
きているかの「とても思う/思う」は86％で「あまり思わない/思わ
ない」は14％であった。この14％という数字に現れているよう
に、校内では落し物がよく見られたり、物が落ちていても拾わ
ずにそのままになっていることも少なくない。
・保護者においては、「あまり思わない/思わない」26.2％いる
ことから、児童以上に掃除、身の回りの整理整頓に対して課
題があると感じていることがうかがえる。　(アンケート⑨)

・物を大切にすることは、限りある資源を大事にすることにつな
がるという環境教育につながること、物の整理整頓に関して
は、整頓することで物を使いやすくなることや気持ちよく生活
できるというよりよ生活を送ることにつながることなどを伝えてい
きたい。
・また、学校だけでなく各家庭でも、同様に物を大切すること、
身の回りの整理整頓などについても、話題にしていただき、で
きれば実践にもつなげていけるように協力を求めていきたい。


